
当第2四半期連結累計期間（2013年4～9月）におけるわが

国経済は、デフレ脱却に向けた積極的な金融政策や経済対

策により、大企業を中心に収益が改善する等、景気回復への

期待感が高まりました。しかしながら、円安を背景とした原材料

価格の上昇や海外景気の下振れリスク等により、先行きは依

然として不透明な状況が続いております。

当社グループ（当社および連結子会社）の主な事業分野であ

る携帯電話等販売市場においては、スマートフォンの普及が

本格化したことに加え、新機種の発売や通信事業者による積

極的な販売施策等により、スマートフォンの販売は堅調に推移

いたしました。このような事業環境下、当社グループの携帯電

話等販売台数は約258万台となり、スマートフォンの販売比率

は約7割となりました。この結果、当第2四半期連結累計期間

における業績は、売上高3,333億37百万円、営業利益61億

39百万円、経常利益61億16百万円、四半期純利益34億4

百万円となりました。

※ 1株当たり四半期（当期）純利益につきましては、2012年10月1日に効力が発生した普通株式1株を200株とする株式分割を勘案した数値を掲載しております。 ※2012年3月期以前の数値につきましては、2012年10月1日に効力が発生した普通株式1株を200株とする株式分割を勘案した数値を掲載しております。
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2014年3月期 第2四半期累計期間の業績
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